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研究成果の概要（和文）： 
我が国における医師不足、医師数の診療科、地域による偏在は現在深刻化しているが、女性医

師が仕事と家庭の両立のために診療科や勤務地を選択したり、両立が図れず勤務を断念してし

まうことが大きな要因の一つと考えられる。この問題を解決すべく本研究では、各診療科にお

ける勤務の特徴と抱える問題点と改善策を検討した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Currently, physician shortage and maldistribution of physicians in specialty/region are 
growing problem in Japan. It is one of the reasons of these problems that wome 
physicians have to give up their current work because of difficulty maintaining 
work-life balance.  To elucidate these problems, we compared the characteristics and 
issues among different specialties and assessed the possible improvement plan. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、女性の社会進出が進み、さまざまな

分野で働く女性の数が増加している。将来を

見据えて専門的な教育を選択する傾向は男性

以上に見られ1、仕事と家庭を両立させながら

働き続ける女性の数も増加している。実際、

厚生労働省の発表したわが国での大学卒業労

働者数も年々増加傾向がみられているが、大

学・大学院卒業者については、卒業後すぐの

有業率は高いものの結婚や出産、育児を機に

早期に離職し、復帰しない者の割合が高いと

いう特徴がみられる2。 

２．研究の目的 

我が国における医師不足、医師数の診療科、

地域による偏在は現在深刻化しているが、女

性医師が仕事と家庭の両立のために診療科

や勤務地を選択したり、両立が図れず勤務を

断念してしまうことが大きな要因の一つと

考えられる。国家試験合格者の 3割が女性で

ある現在、女性医師が偏りなく専門分野を選

択しやすく、勤務を継続できる環境を構築す

ることが急務である。 

本研究では、各診療科における勤務の特徴

と抱える問題点、改善策を明らかにすること

で、女性医師が臨床活動及び研究活動を継続

でき、更には指導的立場となる女性医師の育

成を図るための方策を検討し、今後の医学界

に貢献できることを目的とした。 

３．研究の方法 
（１） 平成 22 年度は 1．東京慈恵会医科

大学女性卒業生を対象に研修場所や現

在の勤務体制・個人生活や問題点などに

関するアンケート調査を施行、2．現場

での診療専門分野においての問題点な

どを明らかにすべく、主任研究者の所属

する学内でワークライフバランスに関

するアンケート調査を実施した。この結

果を含め、平成 23 年日本医学会総会シ

ンポジウムにて発表した。 

（２） 平成 23 年度は 1．現場での診療専門

分野においての問題点などを明らかに

すべく、平成 22 年に主任研究者の所属

する学内でワークライフバランスに関

するアンケート調査を実施したが、同様

のアンケート調査を分担研究者の所属

する学内で実施した。（２）主任研究者

の所属する学内で全診療科の医局長と

面談形式のアンケートを施行し、女性医

師支援やワークライフバランスにに関

する具体的支援策を調査検討した。また、

（3）わが国での女性医師のキャリアや

ワークライフバランスへの認識を明ら

かにするために日本と米国、香港との 3

カ国の女性外科医を対象にアンケート

調査を実施した。この結果は平成 23年 8

月万国外科学会で発表した。 

平成 24 年度は（1）平成 23 年度に女性医師

のキャリアやワークライフバランスへの認

識を明らかにするために日本と米国、香港と

の 3カ国の女性外科医を対象に施行したアン

ケート調査を論文化した。（2）平成 23 年度

に女性医師のキャリアやワークライフバラ

ンスへの認識を明らかにするために日本と

米国、香港との 3カ国の女性外科医を対象に

施行したアンケート調査をバイアスを取り

除くための統計処理を行い、再検討した。こ

の結果は平成 24 年 4 月に開催された第 112

回日本外科学会定期学術集会にて発表した。

（3）（1），（2）の結果から、女性医師がリー

ダーシップを発揮して行くことが今後重要

との結果が認められたため、さらに、日米に

おける現在のリーダー（外科教授や団体、会

社のトップ）にアンケートを施行した。 

４．研究成果 

本研究により、我が国での大学病院における

診療科間での診療体制や診療内容の差と共

通する問題点が浮かび上がった。また、日米



中国での国際比較をすることで、女性医師の

抱える問題の国を超えた共通点や我が国特

有の問題点が明らかになった。本研究を通し

て今後さらに検討し解決しなくてはならな

い課題も明らかになった。 
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